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営業時間／10:00～12:00 13:00～16:00
定 休 日／日曜日（第1日曜日は営業）

移ろう季節、
　秋の扉を開く

秋向けの
　陶器や小物が
　　いっぱいです。
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※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。
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個処から編集室では、イベント情報
（展示会、コンサートなど）の掲載希望者を
募集しています（有料）。
詳しい問い合わせは同編集室＝
　　　　 電話0246（23）1666＝まで。
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アートεϖーεઘ いわき市ઘொ������

金を用いた個性豊かで創造的な表現はいつも刺激を受けます。
10:30 ～ 18:00 木曜休廊

オーロ遊び展
ೖ場ແྉ
�������������→9/28

→9/28
挑交会展

　陶芸、指物、漆芸、金工の各分野で活躍する
作家による研鑽会「挑交会」の創立10周年記念展。
各作家の力作、コラボ作など貴重な作品を展示。

小野ඒज़

ೖ場ແྉ
������������

いわき市平ࣈ中ொ̎̎ �̎

ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋொ上中田��

　今回、米寿を記念し、今まで旅先で描いた作品や身近な風景など
油彩で描いた作品展。8:00 ～ 19:00。休店は毎週日・月曜。

今泉木主 絵画展
ೖ場ແྉ
�������������→10/1

ࣛౡγϣοϐンάηンλーʮΤϒリアʯ いわき市ࣛౡொถ田ࣈ೔౉�

　個処から表紙担当・金澤裕子さんの作品展。山奥に住む５歳のリ
ス・ジョシュアが自分探しの旅をする。10:00 ～ 20:00。会期中無休。

リスのジョシュア物語展
ೖ場ແྉ
�������������→10/31

ಃܳଜ͏͑の͸Β いわき市ؒ޷ொ上ࣈؒ޷上野ݪ��

　益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示、販売。
アジアン衣料も同時販売中。火、水曜定休。

常設展示・販売
ೖ場ແྉ
������������9/27→

第２・４土曜
茶道教室開催

千利休以来、400 年以上にわたって継承されて
いる「茶道」教室の参加者を募集中。初心者歓
迎。日本の伝統文化を学んでみませんか？

�������������
ɿ̕��ʙ��ɿ��ɾ��ɿ��ʙ��ɿ��

9/30→10/12
宝飾珊瑚フェア

　紅サンゴ、ピンクサンゴなどで作られたネッ
クレスやリングなどのジュエリーから、念珠、
置物などの工芸品 150 点余りを展示する。

小野ඒज़

ೖ場ແྉ
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いわき市平ࣈ中ொ̎̎ �̎

いわき市ཱඒज़館 いわき市平ࣈಊ根ொ���

　市民運動をきっかけに開館した歴史を収蔵品と見つめる。9:30 ～
17:00（最終受付 16:30）。月曜休館。

REVISIT（リビジット）
Ұൠ ̒ ̌̌ ԁ
�������������10/1→10/24

10/1→11/16
スポット展示「田部君子」

　遠野町上根本生まれで、戦時下に 27 歳の若
さで亡くなった夭折の歌人・田部君子を紹介す
る。9:00 ～ 17:00（最終受付 16:30）。

いわき市໪དྷؔจֶྺ࢙館
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いわき市໪དྷொؔ田௕୔���

ギャラリーいわき いわき市ઘέٰ������

　天目釉と造形の融合を追い求めていく東川和正２年ぶりの新作展。
作家来廊日 10/2,3。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

ೖ場ແྉ
�������������10/2→10/10

天目釉の陶世界

東川和正 作陶展

アートεϖーεઘ いわき市ઘொ������

実りの秋にお家の中でアートはいかがですか。心に残る上質な作品
を集めました。コーディネートも承ります。10:30 ～ 17:00 木曜休廊

おたのしみ アートの世界
ೖ場ແྉ
������������10/2→10/26

ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋொ上中田��

　毎日見ている、いわきの海と庭に咲く花をモチーフに、油彩、ア
クリル、水彩等で描いた。8:00 ～ 19:00。休店は毎週日・月曜。

広瀬諭 絵画展
ೖ場ແྉ
������������10/2→11/5

10/14→10/18
安斉重夫 鉄の彫刻展

　自然の中で生き生きと生きる人々、妖精、動
物の姿を鉄の溶接によって叙情的に表現した安
斉さんの作品展。10:30 ～ 16:30（最終日 15:30）。

ギャラリー໦΋Εͼ
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いわき市ؒ޷ொࡗ小԰ࣈ中平����

ギャラリーいわき いわき市ઘέٰ������

　福井氏は古代の人の気持ちが少しでも現われるよう、天然の土や
石を粉にして絵具をつくる。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

ೖ場ແྉ
�������������10/16→10/24

土と石で描く

福井安紀 板絵展

10/21→10/25
石川貞治 個展 

　今展は ≪杜のシリーズから≫ をテーマに石
川さんの作品 40 点を展示する。10:00 ～ 16:00
（最終日 15:00）。13:00 ～ 16:00 作家在廊。

ギャラリー໦΋Εͼ
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いわき市ؒ޷ொࡗ小԰ࣈ中平����

いわき市จԽηンλー いわき市平ࣈಊ根ொ���

　いわき市民による いわき市民の為の書道展。12 月 26 日 13:00 か
ら次々世代オールスターが揮毫披露。10:00 ～ 17:00（最終日 15:00）。

第2回いわき市書道展（2021）
ೖ場ແྉ
������������12/24→12/26
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」

エ
プ
ロ
ン
を
前
掛
け
と
呼
ぶ
妻
の
笑
み

「
や
は
り
年
齢
相
応
の
つ
い
出
て
く
る
言
葉
か
な…

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
日
和
田
剛
・
85
歳
・
四
倉
）

前
祝
ヤ
ッ
ペ
難
関
征
す
た
め

蹴
り
上
げ
た
ボ
ー
ル
ゴ
ー
ル
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
石
井
利
水
・
94
歳
・
勿
来
）

団
交
は
回
答
蹴
っ
て
も
の
わ
か
れ

明
日
試
合
勝
利
信
じ
前
祝

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
松
本
耕
作
・
77
歳
・
小
川
）

石
蹴
り
で
遊
ん
だ
幼
児
期
池
の
鯉
と

「
５
歳
頃
、
庭
の
大
き
な
池
で
の
ひ
と
り
遊
び
を
思
い

出
す
」

目
の
前
で
い
つ
も
見
守
る
亡
父
母
が
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
す
ず
や
・
80
歳
・
内
郷
）

椅
子
蹴
っ
て
一
件
決
着
刑
事
ド
ラ
マ

「
コ
ロ
ナ
・
猛
暑
で
外
に
出
ら
れ
ず
テ
レ
ビ
に
釘
付
け

で
し
た
」

高
齢
者
前
後
深
慮
し
返
納
を

「
２
年
前
に
返
納
し
ま
し
た
家
族
は
安
心
の
様
で
す
が

本
人
は
不
便
で
す
」
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
中
野
喜
久
・
88
歳
・
平
）

ボ
ー
ル
蹴
る
瞬
発
力
は
今
遠
く

「
日
が
暮
れ
る
の
を
忘
れ
て
遊
び
呆
け
た
少
年
時
代
」

コ
ロ
ナ
下
じ
ゃ
出
前
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
言
い

「
と
に
か
く
カ
タ
カ
ナ
英
語
が
多
く
な
り
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
内
海
将
行
・
79
歳
・
小
名
浜
）

デ
ル
タ
株
蹴
り
飛
ば
し
た
い
心
意
気

「
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
き
ち
ん
と
守
り
収
束
を
願
い
ま
す
」

老
い
姿
い
つ
と
は
な
し
に
前
か
が
み

「
自
分
で
は
正
し
い
姿
勢
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
こ

れ
以
上
進
ま
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
木
田
ト
キ
・
82
歳
・
平
）

天
ま
り
を
蹴
っ
て
遊
ん
だ
幼
き
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
プ
ー
マ
マ
・
71
歳
・
常
磐
）

太
極
拳
ス
ロ
ー
蹴
り
上
げ
姿
勢
む
り

「
ゆ
っ
く
り
な
体
重
移
動
が
ふ
ら
つ
く
様
に
な
り
ま
し

て
、
片
足
立
ち
は
大
変
に
な
り
ま
し
た
。
」

前
屈
み
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
背
を
そ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
エ
ジ
リ
ー
ン
・
88
歳
・
平
）

思
い
出
す
ま
り
蹴
り
遊
び
古
希
と
な
り

滑
川
前
へ
進
む
の
ぼ
り
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
門
馬
ア
サ
子
・
70
歳
・
平
）

ボ
ー
ル
蹴
る
子
ら
の
歓
声
未
だ
遠
い

あ
た
り
前
の
日
日
が
戻
れ
と
皆
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
西
尾
秀
子
・
79
歳
・
平
）

石
を
蹴
る
昔
の
あ
そ
び
な
つ
か
し
い

な
ん
か
へ
ん
前
後
ま
ち
が
え
着
た
Ｔ
シ
ャ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
山
田
加
代
子
・
59
歳
・
常
磐
）

蹴
れ
ば
身
に
返
る
わ
か
る
も
止
め
き
か
ず

「
自
分
の
足
が
痛
く
な
る
だ
け
」

雪
椿
「
お
前
だ
け
に
は
」
胸
痛
む

「
こ
の
相
手
、夫
で
は
な
い
」
（
前
向
き
・
60
歳
・
四
倉
）

願
い
込
め
努
力
の
証
し
金
メ
ダ
ル

「
テ
レ
ビ
見
て
感
動
し
ま
し
た
」

役
員
も
会
を
開
け
ず
年
を
取
り

「
皆
さ
ん
の
体
調
が
気
に
な
り
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
（
こ
ゆ
き
・
80
歳
・
平
）

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「動く」「実」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。1�݄̔೔ʢඞணʣ。

今
月
の
お
題

「
蹴
る
」「
前
」

む
か
し

お
や
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同
支
店
は
現
在
、
事
業
所
、
店
舗
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
に
合
わ
せ
た
抗
菌
加
工
を
提
供
し
て
い
る
。
壁

や
天
井
、
テ
ー
ブ
ル
、
手
す
り
、
取
っ
手
な
ど
あ
ら

ゆ
る
対
象
物
の
特
徴
に
応
じ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。

い
ず
れ
も
長
期
間
、
効
果
の
持
続
が
期
待
で
き
る
。

͖ͤͷ
ϗʔル
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泉
商
店
会
が
主
催
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
10
月
31

日
ま
で
、
泉
町
で
開
か
れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
参
加

店
を
利
用
し
て
ス
タ
ン
プ
を
５
つ
集
め
る
と
、
抽
選

で
食
材
や
ギ
フ
ト
券
が
当
た
る
。
応
募
用
紙
は
泉
公

民
館
や
参
加
店
で
配
布
中
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
。

Ճ店ฮࢀ
マοϓ23

第１回泉商店会
スタンプラリー ळ
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「
ひ
や
お
ろ
し
」
「
秋
あ
が
り
」
な
ど
秋
の
旨
酒
を

各
銘
柄
取
り
揃
え
て
販
売
中
。
久
保
田
（
千
寿
）
や

奈
良
萬
、
会
津
中
将
、
三
連
星
、
辰
泉
、
陣
屋
、
鳥

海
山
、
自
然
郷
、
栄
光
富
士
の
他
、
豊
国
酒
造
の
季

節
限
定
酒
「
純
米
吟
醸
超
」
も
お
す
す
め
。

ߦࣣۜेࣣ

͍Θ͖Ӻ

ϥトϒ ϑΝϛマ
͋Θͷ΍ञళ

૲໺ˠ

Έͣ΄ۜߦ

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ
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役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
以

下
イ
ン
ス
タ
）
は
今
年
に

入
り
、
若
者
を
守
る
機
能

を
次
々
と
追
加
し
て
お

り
、
８
月
30
日
に
は
誕
生

日
の
入
力
を
必
須
に
す
る

と
い
う
新
た
な
ル
ー
ル
を

発
表
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
12
月
時
点

で
既
に
、
新
規
登
録
す
る

ユ
ー
ザ
ー
は
生
年
月
日
の

入
力
が
必
須
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
既
存
ユ
ー

ザ
ー
は
未
入
力
で
も
利
用

で
き
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
発
表
は
、
今
後
、
既
存

ユ
ー
ザ
ー
も
サ
ー
ビ
ス
の

継
続
利
用
に
生
年
月
日
登

録
を
必
須
と
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

生
年
月
日
・
年
齢
が
未

登
録
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、
一

部
の
投
稿
が
警
告
表
示
で

隠
さ
れ
た
り
、
ア
プ
リ
利

用
時
に
生
年
月
日
の
入
力

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
増

え
、
登
録
し
な
い
と
最
終

的
に
は
イ
ン
ス
タ
が
使
え

な
く
な
る
と
の
こ

と
で
す
。
イ
ン
ス

タ
を
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（
以
下
Ｆ

Ｂ
）
と
同
期
し
て

い
る
場
合
、
Ｆ
Ｂ

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

情
報
か
ら
イ
ン
ス

タ
に
誕
生
日
が
登

録
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
誕
生
日
の
登
録

情
報
は
、
①
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
画
面
に
移
動

②
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
編
集
を
タ
ッ

プ

③
個
人
の
情
報
の
設

定
を
タ
ッ
プ

④
誕
生
日

の
欄
を
確
認

の
手
順
で

確
認
で
き
ま
す
。

誕
生
日
を
偽
装
す
る
人

ừ
ߨ

ࢣ
Ử
ٱ
໺

խ
ݾ

へ
の
対
策
と
し
て
、
偽
の

情
報
を
検
出
す
る
Ａ
Ｉ
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
例
え
ば
、

利
用
者
や
そ
の
友
達
か
ら

の
誕
生
日
を
祝
う
投
稿
か

ら
年
齢
を
推
定
し
た
り
、

未
成
年
者
が
年
齢
を
偽
っ

て
い
る
と
シ
ス
テ
ム
が
判

断
し
た
際
に
、
年
齢
確
認

の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
が
表

示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
よ

う
で
す
。

イ
ン
ス
タ
は
利
用
資
格

を
13
歳
以
上
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
若
者
を
守
る

機
能
と
し
て
、
18
歳
未
満

の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
に
制

限
を
設
け
る
、
18
歳
未
満

が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
す

る
際
、
非
公
開
ア
カ
ウ
ン

ト
を
選
ぶ
よ
う
誘
導
す

る
、
16
歳
未
満
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
初
期
設
定
で
非
公

開
に
す
る
な
ど
の
機
能
を

追
加
、発
表
し
て
い
ま
す
。

世界の一杯

深
ま
る
秋
。
い
ろ
ん
な
木
の
実
が
枝

も
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

「
フ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
コ
」
。
ナ
ッ
ツ
類
を

主
原
料
と
し
た
、
秋
に
ぴ
っ
た
り
の
甘

い
リ
キ
ュ
ー
ル
で
す
よ
！

「
フ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
コ
」
は
、
１
９
７

８
年
イ
タ
リ
ア
の
バ
ル
ベ
ロ
社
に
よ
っ

て
発
売
さ
れ
た
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
リ
キ

ュ
ー
ル
。
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の
他
に
、

数
種
類
の
ベ
リ
ー
と
そ
の
花
弁
か
ら
抽

出
し
た
エ
キ
ス
を
配
合
、
熟
成
さ
せ
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
フ
ラ
ン
ジ
ェ
リ

コ
」
の
歴
史
は
古
く
、
３
０
０
年
以
上

前
に
ピ
エ
モ
ン
テ
・
リ
グ
ー
リ
ア
州
境

の
山
中
で
、
僧
侶
フ
ラ
・
ジ
ェ
リ
コ
が

野
生
の
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
か
ら
作
っ
た

お
酒
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、『
ナ
ッ
ツ
系
リ
キ
ュ
ー
ル
の
始
祖
』

と
い
う
説
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

気
に
な
る
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
淡

長く平たい独特のボトル。イタリ
アのお酒は他もみんなオシャレ。

－ 54－

・ナッツ系の　
　リキュール

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
40歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

インスタグラムで誕生日の
登録が必須になります

एऀΛकΔ৽ͨͳػೳ・ϧーϧ௥Ճ
ɺར༻ෆՄʹͳΔ৔߹΋ݶೳΛ੍ػ

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の
趣味や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族
と情報交換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

い
カ
ラ
メ
ル
色
。
ト
ロ
リ
と
し
た
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
。
甘
く
香
ば
し
い
ナ
ッ
ツ
の

風
味
。
度
数
は
20
％
。
ス
ト
レ
ー
ト
を

チ
ビ
チ
ビ
飲
む
の
が
好
き
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
が
、
私
の
お
す
す
め
は
ミ
ル

ク
割
り
。
す
る
と
、
あ
ら
不
思
議
〜
。

懐
か
し
の
栗
も
な
か
ア
イ
ス
の
味
が
す

る
ん
で
す
。
子
供
の
頃
に
食
べ
た
あ
の

味
！

疲
れ
て
帰
っ
た
夜
に
、
ほ
っ
と

で
き
る
一
杯
が
簡
単
に
作
れ
ま
す
よ
。

他
に
は
コ
ー
ヒ
ー
に
入
れ
る
等
の
ア
レ

ン
ジ
も
。
自
宅
に
一
本
あ
れ
ば
重
宝
す

る
リ
キ
ュ
ー
ル
で
す
。
疲
れ
も
、
秋
に

感
じ
る
淋
し
さ
さ
え
も
、
「
フ
ラ
ン
ジ

ェ
リ
コ
」
で
満
た
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ほ
っ
と
す
る
甘
味
が
淋
し
さ
満
た
す

ひさの・まさみ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
Twitter はこちらです➡http://twitter.com/iwakicity
Facebookはこちらです➡https://www.facebook.com/socialspeaker
ホームページはこちらです➡http://www.social-speaker.co.jp
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平
成
25
年
10
月
１
日
、

横
浜
市
緑
区
の
踏
切
内
で

動
け
な
く
な
っ
た
高
齢
者

の
男
性
（
74
）
を
救
お
う

と
し
て
村
田
奈
津
江
さ

ん
（
40
）
が
電
車
に
ひ
か

れ
て
亡
く
な
り
、
高
齢
男

性
は
軽
傷
で
済
み
助
か
っ

た
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
た
ま
た
ま
父
親
の

運
転
す
る
車
の
助
手
席
に

乗
っ
て
い
た
彼
女
が
「
助

け
な
い
と
ひ
か
れ
て
し
ま

う
」
と
父
の
制
止
を
振
り

切
っ
て
踏
切
内
に
入
り
、

男
性
を
線
路
の
内
側
に
横

た
え
安
全
な
態
勢
に
し
た

後
、
自
分
が
逃
げ
る
際
に

間
に
合
わ
ず
電
車
に
ひ
か

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

事
故
後
、
彼
女
の
自
分
を

犠
牲
に
し
て
も
人
を
助
け

よ
う
と
い
う
勇
気
あ
る
行

動
に
、
全
国
か
ら
称
賛
の

声
が
あ
が
り
感
動
の
嵐
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
本
当

に
素
晴
ら
し
い
女
性
で
あ

り
、
心
か
ら
哀
悼
の
念
を

捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

彼
女
の
友
人
の
話
に
よ

り
ま
す
と
、
誰
に
で
も
優

し
く
思
い
や
り
が
あ
っ

て
、
い
つ
も
相
手
を
気
遣

う
女
性
で
あ
っ
た
と
言
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
で
彼
女
の

顔
写
真
が
映
し
出
さ
れ
た

際
、
私
が
お
顔
を
霊
的
に

視
て
み
ま
す
と
、
目
が
眩

む
ほ
ど
の
光
り
輝
く
オ
ー

ラ
を
発
し
て
お
り
、
霊
格

の
高
い
持
ち
主
で
あ
る
こ

と
が
歴
然
と
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
勇
気

あ
る
行
動
は
、
人
間
の

本
質
で
あ
る
人
の
役
に
立

つ
こ
と
、
情
愛
、
思
い
や

り
、
優
し
さ
、
い
た
わ
り
、

つ
ま
り
高
尚
な
磨
き
抜
か

れ
た
魂
が
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
で
あ
り
、
凡
人

に
は
到
底
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
行

為
に
対
し
て
高
級
霊
界
の

神
々
が
、
暗
い
地
上
に
新

し
い
希
望
の
灯
を
と
も
し

て
く
れ
た
と
し
て
、
う
れ

し
さ
の
あ
ま
り
顔
を
思
い

切
り
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
る

光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

  

彼
女
は
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
輝
か
し
い
善

行
に
よ
り
高
級
霊
界
か
ら

派
遣
さ
れ
た
天
使
た
ち
が

彼
女
を
お
迎
え
に
こ
ら
れ

て
、
彼
女
は
手
厚
い
看
護

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
彼
女
は
死
の

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
っ

た
暁
に
は
善
人
ば
か
り
の

い
る
霊
界
に
移
ら
れ
、
極

楽
の
日
々
の
生
活
を
送
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
大

神
霊
様
は
必
ず
善
行
の
報

い
に
応
え
ら
れ
ま
す
。
人

間
は
死
ん
だ
ら
お
し
ま
い

で
は
な
く
霊
人
と
し
て
永

遠
に
生
き
て
い
く
の
で
す

か
ら
、
私
た
ち
も
村
田
さ

ん
の
よ
う
に
人
の
役
に
立

つ
と
い
う
心
意
気
で
魂
を

磨
い
て
い
く
よ
う
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
凡
人
に
は
な

か
な
か
、
自
分
の
危
険
を

顧
み
ず
他
人
を
助
け
る
と

い
う
心
ま
で
霊
格
を
高
め

る
こ
と
は
困
難
で
、
よ
ほ

ど
の
修
業
を
必
要
と
し
ま

す
。村
田
さ
ん
は
き
っ
と
、

人
の
役
に
立
つ
べ
く
使
命

を
帯
び
て
現
世
に
生
ま
れ

て
き
た
高
級
霊
に
相
違
な

い
の
で
す
。

ળ
ߦ
ঁ
ੑ
の
ࢮ

øû

【プロフィル】
լ�ޭ（͕͠ɾ͍͓͞ʣࢤ
����೥ɺ͍ Θ͖ؒ޷ࢢொੜ·ΕɻεϐϦνϡΞ
Ϧεトɻ����೥ʹʰ਺ʑͷਆൿମݧͱ৺ྶͱ
ͷग़ձ͍（ɦจܳ ɾࣾ���ԁ�੫ʣΛग़൛ɺد࠷Γ
ͷॻ店ɺΠϯλʔωοト௨ൢ౳Ͱൢച͍ͯ͠Δɻ

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界



(5) (4)

ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
64
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

♪
す
ー
ご
い
母
娘
（
お
や
こ
）
が
い
た
も
ん
だ
！

街
で
偶
然
出
会
っ
た
ら
、
家
内
の
自
信
が
高
ま
っ

た
！
（
「
す
ご
い
男
の
唄
」
の
調
子
で
）
▼
「
ウ

ワ
ー
ッ
！
す
ご
ー
い
！
」
玄
関
に
入
る
や
い
な
や
、

籐
の
吊
る
し
飾
り
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
見
た
母
娘
が
叫
ん
だ
。
（
こ
う
い
う
反
応
を

す
る
人
た
ち
は
初
め
て
だ
な
！
な
ん
と
気
分
が
い
い

こ
と
か
！
）
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
な
が
ら
私
が

思
っ
た
。
▼
２
人
に
初
め
て
会
っ
た
の
は
１
週
間
前
、

生
地
問
屋
の
詰
め
放
題
コ
ー
ナ
ー
で
…
（
「
そ
の
カ

ゴ
、
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？
」
）
お
母
さ
ん
と
生
地

選
び
を
し
て
い
た
娘
さ
ん
の
足
元
を
家
内
が
指
さ
し

た
。（「
こ
れ
使
っ
て
く
だ
さ
い
！
」）
娘
さ
ん
が
自

分
の
カ
ゴ
を
つ
か
ん
だ
、（「
こ
こ
に
、
穴
が
あ
い
て

ま
す
か
ら
…
」）
と
別
の
カ
ゴ
を
寄
越
し
た
。
そ
の

心
配
り
に
家
内
が
感
動
し
た
の
が
ご
縁
で
、
私
は
お

母
さ
ん
に
話
を
伺
い
、
娘
さ
ん
に
は
家
内
が
自
宅
を

開
放
し
て
や
っ
て
い
る
〝
見
世
屋
〞
の
場
所
を
紙
に

書
い
て
教
え
た
。
▼
母
娘
と
私
た
ち
は
相
性
が
い
い

の
だ
ろ
う
、
４
人
の
会
話
は
は
ず
み
に
は
ず
ん
だ
。

途
中
、
母
が
は
な
れ
か
ら
出
て
き
て
、
（
こ
れ
と
同

じ
服
を
作
っ
た
ら
?!
」
）
と
今
着
て
い
る
服
を
脱
い

で
家
内
に
渡
し
た
。
（「
わ
か
っ
た
よ
！
」
）
２
人
に

嫁
姑
の
よ
し
み
と
家
内
の
仕
事
の
一
端
を
見
せ
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
▼
「
こ
れ
、
写
真
撮
っ
て

い
い
で
す
か
？
」
以
前
、
長
男
が
描
い
た
線
画
を
娘

さ
ん
が
指
さ
し
た
。
そ
れ
は
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
（
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
知
恵
と
学
問
の
神
。
長
鼻
・
象
面
・
人

身
の
姿
・
「
夢
を
叶
え
る
ゾ
ウ
」
）
の
火
焔
光
背
に
し

て
い
る
絵
で
、
見
世
屋
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。「
長
男
、

喜
び
ま
す
！
」
家
内
が
私
を
見
た
。「
お
父
さ
ん
！

教
え
て
や
っ
て
ね
！
」
私
も
長
男
の
自
信
に
貢
献
で

き
そ
う
だ
！

自
信
に
貢
献
す
る

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
女
性（
ひ
と
）
〜
-26-

〒972-0162　いわき市遠野町滝字山ノ神 24-5

歴史と伝統が息づく格調高い18ホール

T&-0246-89-2421
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いわき市
遠野オートキャンプ場

〒972-0251 いわき市遠野町入遠野字越台97-1
T&-.0246-74-1031

URL http://www.iwaki-tohno.jp/camp/

体験教室開催中
ֵͷΩʔϗϧμʔͳͲ
ଞʹ΋৭ʑ�͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞
DBNQ���（Πンεタʣࡌܝத

自然に触れて
日々の疲れを癒してください

福島県いわき市遠野町根岸字石田44-3
電話0246-89-2214（運送）0246-89-2172（興産）

ＵＲＬ http://toono.co.jp

遠野興産㈱ペレット事業部 TEL0246-74-1288

໦ࡐΛݪྉʹした৽しい೩ྉΤωϧΪʔ

いわき産ペレット 温丸（ぬくまる）

一般貨物自動車運送事業 木材チップ・オガ・ペレット製造販売
木屑産廃・一般廃中間処理・収集運搬

遠野運送株式会社遠野興産株式会社
自宅でのやすらぎを
　　　　  お届けします。

૯߹૴ࡇ
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○往生山…ヤマザクラの咲く様子が現世の極楽世界のようで、
　　　　　その名が付けられたとされます。標高 599mの山へ
　　　　　は、天王川に沿う山道を登山するとよいでしょう。
○八坂神社の二本杉…入遠野字天王に立ち、樹齢 1100 年の杉
　　　　　と伝えられ、県天然記念物に指定されています。２
　　　　　本とも樹高 32.5m、樹廻り 9m あまりで、枝は太く
　　　　　四方に広がり樹勢が盛んです。
○上遠野城跡…いわき地方を戦国時代に治めた岩城氏の家臣・
　　　　　上遠野氏の城があった場所です。物見台からは太平
　　　　　洋の 8 つの浜が見えることから八潮見城、八塩城と
　　　　　も呼ばれています。
○龍神峡…下滝の建龍寺から徒歩約 10 分の距離にあり、川の
　　　　　中に突き出た岩､それを激しく洗って流れる水は､ま
　　　　　さしく龍を思わせます。秋の時期は「東北最後の紅
　　　　　葉」と称されています。
○滝富士…標高 306mほどですが、根岸から滝へ流れる鮫川の
　　　　　右岸からの展望はまさに富士そのものです。山頂に
　　　　　登ると、南に菊田浦の海、北は上遠野盆地が一面に
　　　　　広がっています。
　　　　　　　　  ※訪れる際には感染症対策に留意してください。

遠野の
秋、

満喫しよう

ڦͷཾਆظ༿ͷ࣌ߚ

①往生山
②八坂神社の二本杉
③上遠野城跡（八潮見城・八塩城）
④龍神峡
⑤滝富士
写真引用：遠野町地域づくり振興協議会、
　　　　　いわき観光まちづくりビューロー

①

②

④

⑤

③

　遠野町は、いわき市の南西部にあり、阿武隈高地の南部に位
置します。中山間地域ならではの自然豊かな土地です。東白川
郡鮫川村を源流とする鮫川と、その支流の入遠野川が流れ、四
季折々の自然の魅力が存分に堪能できます。

会　長　平　子　好　男
副会長　鈴　木　伸　幸
副会長　鈴　木　弘　之
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いわきペット霊園

͍Θ͖ࢢԕ໺ொ্ԕ໺ࣈ઒ு����
ిɹɹ࿩�������������
Ӧؒ࣌ۀ������ʙ������������ʙ�����	౔ŋ೔ŋॕ೔ͷΈ)
ఆ ٳ ೔�ຖिਫ༵೔ɾୈ̏Ր༵೔

10݄Լ०͔ࠒΒ৽ͦ͹ʹͳΓ·͢ɻ10݄Լ०͔ࠒΒ৽ͦ͹ʹͳΓ·͢ɻ

鈴　木　　光
いわき市遠野町上遠野字西町32-1
TEL（0246）89-3140

新聞各紙取り扱っております。

鈴木新聞店
ग़ுൢചɺ஫จ഑ୡ΋
ঝ͓ͬͯΓ·͢ɻ
ຖि໦༵೔͸ԕ໺ํ໘ʹ
ग़ு͓ͯ͠Γ·͢ɻ
い·ͨ͠Βɺ໋͟͝༺ޚ
࿩ͩ͘͞いɻి͓ʹܰؾ͓
͓଴͓ͪͯ͠Γ·͢ɻ

社会福祉法人 誠心会
就労継続支援Ｂ型・就労移行支援　虹のかけはし
就労継続支援Ｂ型　ワークセンターしおさい
虹のかけはしに 併設する店舗では、シュークリーム・菓子パンや
食パン等、各種取揃えて販売しております。
又、ワークセンターしおさいでは手打ちうどん生麺を販売しています。

虹のかけはし　店舗の営業日は　火曜日～金曜日
営業時間　11：00～17：30

 （在庫がなくなり次第終了）

住所 〒971-8162 福島県いわき市小名浜花畑町19番地の10
電話 0246-73-0111 FAX 0246-73-0112 
URL　https://www.seishin-kai.jp/

– 創業101年– 天然泉 くつろぎの宿

͍Θ͖ࢢԕ໺ொେฏࣈԼதࠜ�����

宿泊 日帰り ご入浴

美味旬食
名物 鮎料理
 塩焼き・田楽・
     鮎ごはん etc…

渓谷にたたずむ
　  静けさの宿…

旦那の
手打ちそば

完全予約制
͓ి࿩Ͱ
͝༧໿ͩ͘ ͍͞
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いわき市遠野町入遠野字前田45-10
☎ 080-4428-6397

https://tohnowashi.com/
営業時間 13:00-17:00  火曜・水曜定休

Instagram @tohno_washi
Facebook facebook.com/tohno.washi

Twitter @TohnoWashi

˙�ԕ໺࿨ࢴͱ͸ʕʁ
　４００年以上の歴史を誇り、江戸時代に
は〝磐城延紙〟のブランドで武家の記録用
紙のほか、障子紙として重宝されていた手
すき和紙です。一度は受け継ぐ技術者が不
在となりましたが、この伝統を継承するた
め、３年間の地域おこし協力隊の任期を終
え、神奈川から移住した平山祐、綾子さん
夫妻が今年５月、遠野町の入遠野公民館前
に新たな工房を立ち上げました。

˙�ԕ໺ࢠࢴ԰ͷັྗ
　貸し切りを含めた紙すき体験をはじめ、
和紙を使った関連商品の取り扱い、名刺な
どの受注販売も行っています。いずれの和
紙も遠野町で育ったコウゾとトロロアオイ
で作られています。また原料づくりに参加
するボランティアも募集し、地域と一体と
なって遠野和紙を次の世代につなげていま
す。ぜひお気軽に問い合わせください。

400年の歴史持つ和紙を後世に

入川渓谷

入遠野川ダム
徳一大師御入定所

鶴石山

三大明神山

天狗山

遠野オート
キャンプ場

遠野生活アート
ギャラリー

入遠野川

入遠野小

入遠野中

県道いわき石川線（御斎所街道）
←石川

↓田人

市遠野支所

上遠野公民館
遠野駐在所
上遠野小
上遠野中

遠野高

上遠野郵便局

鮫川堰記念碑

亀岡城跡西行法師巡錫の碑

安養院の右近桜

↓
植
田

常磐
自動
車道

↓
湯
本

太平

根本

根岸

入遠野入遠野商店街

上遠野商店街

上遠野

滝

深山田

入遠野
公民館

女橋の碑

ᶃԟੜࢁ

ᶄീࡔਆࣾの
ɹೋຊਿ

ᶅ্ԕ໺৓੻

ᶆཾਆڦ
ᶇୌ෋࢜

鮫川

大藪観音

上遠野公民館上遠野公民館

上遠野小上遠野小
上遠野中上遠野中

深山田

女橋の碑女橋の碑

ᶅ্ԕ໺৓੻
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うま味がたっぷりしみ出すあさりを丁
寧にふっくらやわらかく炊き上げまし
た。あさりの旨みを逃がさないよう京都
の油揚げ「京揚げ」を加え、千切り生姜
で風味を整えた一品です。日本橋の名
店の味をご家庭でお楽しみください。

岩手県産地鶏「菜彩鶏」を西京味噌
とお店でも人気のネギと生姜の香
味ダレに漬け込んだ自慢の一品を
ご紹介します。漬けダレを切って焼
くだけで簡単にお召し上がりいただ
けます。ぜひ一度ご賞味ください。

り
の
①
の
順
番
に
の
せ
て

い
き
、
ラ
ッ
プ
で
包
ん
で

冷
蔵
庫
で
半
日
漬
け
込

む
。③

②
を
１
人
前
６
枚
ぐ

ら
い
を
目
安
に
薄
切
り
に

す
る
。

④
皿
の
中
央
に
③
を
並

べ
、
４
分
の
１
に
カ
ッ
ト

し
た
グ
リ
ー
ン
オ
リ
ー
ブ

と
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
く
し
切

り
し
た
レ
モ
ン
果
肉
、
黒

ト
リ
ュ
フ
、
ケ
ッ
パ
ー
、

コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、
エ
キ
ス

ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
６
個
、
黒
ト

リ
ュ
フ
ス
ラ
イ
ス
10
枚
、

コ
リ
ア
ン
ダ
ー
（
粗
み
じ

ん
）
少
量
、
ベ
ビ
ー
リ
ー

フ
適
量
。
合
わ
せ
み
そ
＝

赤
み
そ
大
さ
じ
１
、
白
み

そ
大
さ
じ
２
、
昆
布
の
千

切
り
、
鷹
の
爪
の
輪
切
り

各
少
量
。

①
合
わ
せ
み
そ
の
材
料

を
合
わ
せ
る
。

②
ラ
ッ
プ
の
上
に
①
を

半
量
を
の
せ
、
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
、キ
ン
メ
ダ
イ
、

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
、
残

せ
て
皿
ご
と
オ
ー
ブ
ン
で

温
め
る
「
温
製
キ
ン
メ
ダ

イ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」。

レ
モ
ン
風
味
の
エ
キ
ス
ト

ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
で
食

べ
よ
う
。

２
人
分
の
材
料
は
、
キ

ン
メ
ダ
イ
刺
し
身
用
１
２

０
㌘
、
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー

ジ
ン
オ
イ
ル
大
さ
じ
３
、

塩
少
量
、
レ
モ
ン
汁
小
さ

じ
２
、
レ
モ
ン
４
分
の
１

個
、
グ
リ
ー
ン
オ
リ
ー
ブ

10
個
、
ケ
ッ
パ
ー
20
粒
、

白
粒
こ
し
ょ
う
（
粗
み
じ

ん
）
小
さ
じ
２
分
の
１
、

軽
く
み

そ
漬
け
し

た
キ
ン
メ

ダ
イ
を
薄

切

り

に

し
、
皿
に

並
べ
て
香

辛
料
と
オ

イ
ル
を
の

みそ漬けキンメダイ 
　の温製カルパッチョ

レ
モ
ン
汁
、

塩
を
の
せ
、

１
６
０
度
の

オ
ー
ブ
ン
で

３
分
間
皿
ご

と

加

熱

す

る
。⑤

周
り
に

ベ
ビ
ー
リ
ー

フ
を
飾
る
。

Let's Cook
レシピ紹介

・コロナが収束したら旅行に行きたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （女性・64歳・四倉）
・旅行や県外にいる子供たちに会うこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　  （女性・56歳・桜ケ丘）
・マスクを外し、親しい人たちとおいしいコーヒーを飲みなが
　らゆっくりと、ジャズの生演奏を楽しめる時が来ること。
　　　　　　　　　　　　　　　　     （女性・72歳・内郷）
・中央台に住んでいる孫たちのためにももっともっと、いわき市
　を知りたい。　　　　　　　　  （女性・72歳・南相馬市）
・料理。孫の成長。ゴルフ。　　　　 （男性・67歳・常磐）
・一日も早い公民館活動を願うだけ。 （女性・71歳・四倉）
・カラオケ発表会。　　　　　   （女性・60歳・南相馬市）
・自由にどこへでも出かけて、今までと同じ生活を早く取り
　戻したい。　　　　　　　　　 　 （女性・73歳・常磐）
・このご時世、〇〇〇旅行にいきた～い。
　　　　　　　　　　　　　　　  （女性・76歳・小名浜）
・天体観測。　　　　　　　　　　 （男性・73歳・常磐）
・マスク無しの生活。　　　　　　　   （男性・70歳・平）
・とにかくコロナが落ち着き次第、友達と食事やカラオケに
　行くことです。　　　　　　　　　  （女性・67歳・内郷）
・コロナ収束したらゆっくり外出
 （観光、美術鑑賞）したい。
　　　 （女性・66歳・南相馬市）

【テーマ】今後、楽しみにしていること

˕　　　　　　˕
฻Β͠
　ͷ஌ܙ

 
 

自
宅
で
焼
き
肉
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
を
す
る
時
は
、

大
皿
に
肉
や
野
菜
を
盛
り

付
け
て
、
焼
き
な
が
ら
食

べ
る
と
思
い
ま
す
。

用
意
し
た
食
材
が
残
っ

た
場
合
は
容
器
に
移
し
て

冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
こ

と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
出
し
た
ま
ま
に
し

て
お
い
た
生
肉
は
傷
み
が

早
い
の
で
翌
日
ま
で
に
は

調
理
を
す
る
方
が
安
全
で

す
。
野
菜
は
、
切
っ
て
時

間
が
た
っ
て
い
る
上
に
、

生
肉
な
ど
の
食
材
に
触
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で

加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

す
ぐ
に
食
べ
切
れ
な
い

の
な
ら
、
ひ
と
手
間
か
け

て
肉
と
野
菜
を
細
切
り
に

し
て
タ
レ
を
も
み
込
ん
で

か
ら
、
保
存
袋
に
入
れ
て

冷
凍
し
ま
し
ょ
う
。
少
し

日
持
ち
す
る
し
、
忙
し
い

時
の
食
事
作
り
に
役
立
ち

ま
す
。
冷
凍
と
は
い
え
な

る
べ
く
早
く
使
い
ま
し
ょ

う
。同

じ
味
が
続
く
の
が
嫌

な
ら
、
加
熱
だ
け
し
て
冷

蔵
庫
に
入
れ
て
お
け
ば
、

カ
レ
ー
や
肉
じ
ゃ
が
な
ど

に
も
使
え
ま
す
。

・
残
っ
た
焼
き

肉
の
材
料
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デイサービスセンター
ショートステイ
居宅介護支援事業所
むつみ保育所

ಛผཆޢ࿝ਓϗʔϜ
͍Θ͖͞૳

ࣾձ෱ࢱ๏ਓ    ͍Θ͖ްੜձ
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

いわき市常磐上湯長谷町上ノ台88-1  TEL（0246）44-5660FAX（0246）44-1307

医療法人社団 秀 友 会
ઃೖॴ��������˔௨ॴϦϋϏϦςʔγϣンࢪ˔
˔γϣʔトεςΠ�˔๚໰ϦϋϏϦςʔγϣン

౳ͷαʔϏεΛঝっておΓます
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

コンタクト相談室（永井眼科医院隣)
ொ2-7 TEL.0246-22-3691ࢠ਍Λ͓๨Εͳ͘  いわき市ฏ字ಐݕՊઐ໳ҩͷ؟

໦ɾ೔༵ɾॕ೔͸ఆٳ೔Ͱ͢ɻɹɾ෼ׂ෷い0,

★２Ｗオアシス　かわきにつよいUVカット
★バイオトゥルーワンデイ  夕方までうるおいキープ
★エアオプティクスＥＸ  うるおいキープ１か月タイプ
★アイコフレ  ４色そろったサークルレンズ
★メニコンプレミオ　高酸素透過性レンズ

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
いわき市小名浜字富岡向147

Tel.0246-54-5210 Fax.0246-92-4183
http://www.onahama-drivers.co.jp/小名浜自動車学校

44-5367（マルト浅貝店そば)

おしゃれ
な洋服た

ちと

　やさし
いうつわ

が

　　待っ
てます。

墨と水の世界墨と水の世界
͍Θ͖ਅ๽ձɹձ௕ɹԂ෦ᒇҰʢ২ాொॅࡏʣ

　ある新聞の「１２０字の思い」という欄に投稿された記

事が目に留まった。我が家の実の付かない太いりんごの木

が、「実がならねど切るぞ」と言ったらその年は数個なったと

いうもの。実は、私は同じようなことを二度経験している。

　20 年前、実生から育てた柚
ゆ ず

子の木がいつになっても実

が付かないので、妻が「切ってしまったら」と言った次の

年、じつにたくさんの実を付けた。二度目は今年。スモモ

の木がかなり太くなっても実を付けないので、切って新し

い苗を植え替えようと言ったら、十数個の実を付けた。植

物も人間の言葉を理解しているのか？ それとも偶然？ で

も、よくよく考えたら、柚子は 18 年目、スモモは６年目

のこと。実を付ける年だったのかもしれない。いずれにし

ても「来年もよろしく」と木に感謝の言葉を語りかけた…。

佰
五

庭
木
に
感
謝
Ⅱ大

樹

絵手紙
　スケッチ私 円空仏

不
ふどうみょうおう

動明王と二
にどうじりゅうぞう

童子立像

いがったぁ逢えた 逢えたよ

平子正子さん（小名浜在住）
絵手紙ティーワン

　― ２ ―

と

個処からみなさん、　　　  に、載ってみませんか？
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳…今回のお題は、 「動く」「実」。
2．『私の宝物』シリーズ …子どもの頃から
　　大事にしている物、ペットや孫、子どもた
　　ち、奥さん、旦那さん、庭、作品など、み
　　なさんの宝物を、その画像と説明文（100
　　字程度）を添えて、ぜひご紹介ください。

3．エッセー…日頃、何気なく感じたことや、
　　ぜひ伝えたいことなど。

・掲載の可否は当編集室にて判断します。
・頂いた情報は当フリーペーパー『個処から』で
　のみ使用します。
・ペンネームを希望する人は、ペンネームも添
　えてください。
・場合によっては、当編集室より取材のご連絡
　をさせていただくこともあります。
☆寄稿は、郵送かメール、持参で受け付けてお
　ります。ぜひ、お寄せください。

お問い合わせは、
　　　　個処から編集室まで。

☎0246（23）1666
E-MAIL adv@iwaki-minpo.co.jp

　いわき市平字小太郎町２-７
　　　　　　　　　 （いわきビル１階）
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ
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日本の神仏占い ɹਆ༷෹༷͸Θͨͨͪ͠ਓ͕ؒࠢΛຏ͍͍͚ͯΔΑ͏ɺຖ೔ݟकͬͯͩͬͯ͘͞
͍·͢ɻͦͯ࣌͠ʹɺਓʑʹϝοηʔδΛ఻͖͑ͯ·͢ɻੜ·Ε݄͝ͱʹɺͦͷ
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占い師・ミエル 070（6629）8830
http://www.mielstar.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
時
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
。
過
去
の
痛
み
や
苦
し
み
は

少
し
ず
つ
忘
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
簡
単
に
癒
や
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、  

「
も
う
傷
は
癒
そ
う
」
と
決
意
し
て
進

む
こ
と
も
大
切
な
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
公
園
で
の
日
光
浴

１
月
生
【

　
　
　
　】

天
石
門
別
神

（
あ
ま
の
い
わ
と
わ
け
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　花
は
、
思
い
通
り
に
咲
か
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
て
も
、
思
い
通
り
に
は
咲
き

ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
才
能
や
努
力
も
ま
た
開
花
す
る
日
が
あ
る
の
で

す
。
咲
き
誇
る
花
と
比
べ
て
過
ご
す
よ
り
、
自
分
ら
し
い
美
し
い
花

が
咲
く
日
を
楽
し
み
に
。◇
開
運
の
鍵
：
チ
ー
ズ
料
理
を
つ
く
る

２
月
生
【

　
　
　
　】

少

彦

名

命

（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
の
人
生
を
誇
り
に
思
っ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
世
に
は
一
生
懸
命
生
き
な

か
っ
た
人
な
ど
い
な
い
の
で
す
。
誰
も
が
自
分
な
り
に
は
生
き
て
い

る
の
で
す
。
誰
に
何
と
言
わ
れ
よ
う
と
、
あ
な
た
の
人
生
は
素
晴
ら

し
い
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
あ
た
た
か
い
靴
下
を
履
く

３
月
生
【

　
　
　
　】

豊

　
　玉

　
　姫

（
と
よ
た
ま
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
な
た
の
自
然
な
笑
い
顔
は
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　囲
の
人
々
に
元
気
の
パ
ワ
ー
を

与
え
ま
す
。
す
る
と
、
周
囲
の
人
か
ら
あ
な
た
も
元
気
の
パ
ワ
ー
を

も
ら
え
ま
す
。
こ
う
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
循
環
は
自
分
の
笑
顔
か
ら

作
り
ま
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
柔
ら
か
な
生
地
の
帽
子

４
月
生
【

　
　
　
　】

猿

田

彦

命

（
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　せ
っ
か
く
与
え
ら
れ
た
命
で
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　存
分
に
楽
し
ん
で
生
き
ま
し
ょ

う
。
い
つ
の
間
に
か
自
分
で
作
っ
て
い
た
殻
を
や
ぶ
っ
て
、
伸
び
や

か
に
風
の
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
幸
せ
は
、
世
界
の

幸
せ
の
ひ
と
つ
に
な
る
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
夜
に
音
楽
を
聴
く

５
月
生
【

　
　
　
　】

木
花
咲
耶
姫

（
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　去
り
ゆ
く
も
の
、
終
わ
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
と
を
嘆
く
よ
り
、お
互
い
の
未

来
に
光
が
射
す
よ
う
祈
り
ま
し
ょ
う
。人
に
も
、物
に
も
役
目
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
役
目
が
終
わ
る
時
も
く
る
の
で
す
。
あ
な
た
に
も
新
た

な
相
棒
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
玄
関
に
秋
の
花
を
飾
る

６
月
生
【

　
　
　
　】

座

敷

童

子

（
ざ
し
き
わ
ら
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
世
は
移
り
変
わ
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
変
わ
る
」
と
い
う
一
点
の
み

が
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
生
も
死
も
、
喜
び
も
悲
し
み
も
、

誰
の
身
に
も
起
こ
る
事
。
悪
い
こ
と
も
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
。
希
望

を
持
っ
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る

７
月
生
【

　
　
　
　】

天
之
御
中
主
神

（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　意
地
悪
や
仕
返
し
は
誰
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
も
な
り
ま
せ
ん
。
相
手
が
ど

ん
な
に
憎
ら
し
く
て
も
、
あ
な
た
だ
け
は
愛
の
心
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
、
あ
の
世
に
持
っ
て
行
っ
て
も
恥
じ
な
い
心
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
押
し
入
れ
の
掃
除

８
月
生
【

　
　
　
　】

毘

沙

門

天

（
び
し
ゃ
も
ん
て
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
間
関
係
に
疲
れ
た
ら
、
心
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
る
映
画
を
見
た
り
小
説
を
読

ん
だ
り
し
ま
せ
ん
か
？
こ
の
世
は
確
か
に
厳
し
い
も
の
で
す
。
で
す

が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
は
や
っ
ぱ
り
愛
す
べ
き
も
の
だ
と
思
え

る
で
し
ょ
う
。◇
幸
運
の
鍵
：
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ス
イ
ー
ツ

９
月
生
【

　
　
　
　】

月

　
　読

　
　命

（
つ
く
よ
み
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　同
じ
問
題
が
く
り
返
す
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
辺
だ
け
を
取
り
繕
う
の
で
は

な
く
根
本
的
な
改
善
が
必
要
で
す
。そ
れ
に
は
、も
う
無
理
だ
と
あ
き

ら
め
て
い
る
部
分
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
。時
に
は
人
生
を
か
け
、勇

気
を
ふ
り
絞
り
ま
し
ょ
う
。◇
幸
運
の
鍵
：
新
し
い
ス
ー
ツ
を
買
う

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　引
き
際
は
い
さ
ぎ
よ
く
。
ど
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
よ
う
と
、

あ
な
た
に
は
ま
た
違
っ
た
舞
台
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
同
じ
場
所
に

し
が
み
つ
か
な
く
て
も
、
未
来
に
は
新
た
な
舞
台
で
輝
く
あ
な
た
が

い
ま
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
明
る
い
色
の
カ
ー
テ
ン

11
月
生【

　
　
　
　】

大

国

主

命

（
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
に
や
さ
し
く
、
人
に
も
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
し
く
。
こ
の
世
に
は
完
璧
な

人
な
ど
誰
も
い
ま
せ
ん
。
自
分
も
完
璧
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
ど
ん

な
人
と
接
す
る
時
も
、
批
判
の
心
は
程
々
に
、
や
さ
し
い
心
で
接
し

ま
し
ょ
う
。◇
幸
運
の
鍵
：
紅
葉
狩
り

12
月
生【

　
　
　
　】

観
世
音
菩
薩

（
か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ
）

����೥ɹ��݄

建
御
名
方
神

（
た
け
み
な
か
た
の
か
み
）
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※いわき血液センターの献血受付
【400㍉㍑献血基準】 男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）時間は9:00～11:30、12:45～16:30
 （全血献血は17:00まで）

�� ೔ ９:30～16:00
　　   イオンいわき店

��೔��11:30～16:30
　　  マルト岡小名店

��೔��10:00～11:30
ɹɹ ��13:00～16:30
　　  鹿島ショッピングセンター

��೔ 11:30～16:30
　　 ヨークベニマル新谷川瀬店

広告を載せて
みませんか？

5&-ɽ��������������'"9ɽ������������
෦�̚�NBJM��BEW!JXBLJ�NJOQP�DP�KQࠂ޿

ͷ͝࿈བྷઌ͍ͯͭʹࠂ޿

ಡऀと
ͭ る͘৘ใࢴ

こ 　　  ここ 　　  こ

個処から

７

女
性
ホ
ル
モ
ン
に
は

卵
胞
と
こ
れ
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

８

〜
が
据
わ
っ
た
人
は

度
胸
が
あ
り
ま
す
ね
。

��

〜
病
は
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
に
出
る
葉
が
白
く
な
る

病
気
。

��

腹
式
〜
、
人
工
〜
、

〜
困
難
。

２

こ
れ
に
勝
る
調
味
料

は
な
い
と
い
わ
れ
ま
す

ね
。

３

ミ
ツ
バ
チ
を
英
語
で

い
う
と
？

４

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で

流
行
。
蚊
が
媒
介
す
る
感

染
症
で
す
。

５

畳
に
使
わ
れ
る
植
物

で
す
。

��

〜
汚
染
は
公
害
対

策
基
本
法
で
規
定
す
る

公
害
の
一
つ
。

��

入
梅
イ
ワ
シ
の
水

揚
げ
で
知
ら
れ
る
千
葉

県
の
都
市
。

��

土
用
丑
の
日
に
食

べ
る
と
元
気
が
出
る
と

か
。

��

麻
疹
の
別
称
。
ワ

ク
チ
ン
も
あ
り
ま
す
。

��

新
型
コ
ロ
ナ
の
陰

性
か
〜
性
か
を
調
べ
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

肛
門
に
入
れ
て
使

用
す
る
薬
の
こ
と
。

４

要
介
護
の
人
が
日
常

生
活
の
世
話
を
受
け
る
〜

サ
ー
ビ
ス
。

６

健
康
維
持
や
体
力
増

強
の
た
め
の
歩
行
運
動
で

す
。

９

尿
酸
値
が
高
い
人
は

こ
の
病
気
に
気
を
付
け

て
。

��

ヨ
モ
ギ
の
葉
を
乾
燥

さ
せ
た
も
の
。
お
き
ゅ
う

に
使
用
。

��

医
師
の
こ
と
を
英
語

で
こ
う
い

い

ま

す

ね
。

��

〜
を

詰
め
る
。

精
も
〜
も

尽
き
果
て

る
。

��

触
る

こ
と
。
ボ

デ

ィ

ー

〜
、
ブ
ラ

イ

ン

ド

〜
。

マ
ス
目
を
文
字
で
埋
め

て
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ
た

ら
Ａ
〜
Ｆ
を
つ
な
げ
て
答

え
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ヒ
ン
ト
・
尿
道
や
肛
門

な
ど
に
あ
る
筋
肉
で
す
】

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

お
尻
や
太
も
も
の
裏

な
ど
に
痛
み
が
生
じ
る
〜

神
経
痛
。

〈
前
回
の
答
え
〉

今
回
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  

そ
し
て
、
正
解
者
の
中

か
ら
５
人
に
、
お
し
ゃ
れ

な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
店

「
メ
ル
ヘ
ン
屋
」
様
提
供

の
木
製
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ

ズ
ル
を
１
個
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
パ
ズ
ル

で
す
。

  

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

 
 

賞
品
の
引
き
渡
し
は
、

メ
ル
ヘ
ン
屋
ヨ
ー
ク
ベ
ニ

マ
ル
湯
本
南
店
（
い
わ
き

9
月
号
の

　
　
当
選
者

堀
内
志
都
子
さ
ん
（
南
相

馬
市
）実
川
正
志
さ
ん（
常

磐
）
工
藤
正
子
さ
ん
（
四

倉
町
）
木
幡
恵
梨
子
さ
ん

（
南
相
馬
市
）
児
玉
ま
さ

子
さ
ん
（
三
沢
町
）
小
野

洋
子
さ
ん
（
常
磐
）
金
成

信
子
さ
ん
（
小
名
浜
）
土

屋
光
義
さ
ん
（
常
磐
）
椎

名
久
美
子
さ
ん
（
内
郷
）

小
林
満
子
さ
ん
（
南
相
馬

市
）

市
常
磐
）
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
引
き
換
え
券
と

な
る
当
選
は
が
き
に
記
載

し
ま
す
。

  

希
望
者
は
は
が
き
に
①

ク
イ
ズ
の
答
え
②
行
っ
て

み
た
い
外
国
と
そ
の
理
由

③
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
10
月
８
日
（
必

着
）
ま
で
、
編
集
室
（
下

記
参
照
）
へ
ご
応
募
く
だ

໦੡ΩϟϥΫλʔύζϧ

ΫΠζˍϓϨθϯτ
͓͠ΌΕͳϑΝογϣϯͷళʮϝϧϔϯ԰ʯ༷ ఏڙ

プレゼントはこちら

さ
い
。
当
選
者
に
は
当
選

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

໊༷̑

��

〜
変
動
、
〜
区
分
、

熱
帯
雨
林
〜
。

��

空
気
呼
吸
を
行
う
た

め
の
器
官
。
左
右
一
対
で

す
。

��

胃
や
食
道
な
ど
、
体

の
内
部
を
見
る
医
療
器
具

で
す
。

��

月
で
餅
を
つ
い
て
い

る
動
物
と
い
え
ば
？

��

食
後
す
ぐ
に
寝
る
と

こ
の
動
物
に
な
る
と
い
わ

れ
ま
し
た
。


